
近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
け
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態

岡
　
　
本

幸
　
　
雄

ば
　
し
　
が
　
き

　
こ
の
小
論
は
、
近
世
丹
波
国
南
桑
田
郡
馬
路
村
に
お
け
る
「
両
苗
郷
土
」
の
存
在
形
態
を
老
察
し
、
も
っ
て
近
世
に
お
け
る
郷
士

研
究
の
一
資
料
に
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
丹
波
国
馬
路
村
は
、
慶
応
四
年
正
月
西
園
寺
公
望
が
藤
長
の
兵
を
従
え
山
陰
鎮
撫
に
当
り
ま
す
赴
い
た
地
で
あ
る
。

ご
の
時
こ
の
地
の
郷
士
人
見
、
中
川
両
苗
一
族
が
公
を
迎
え
、
公
の
軍
役
に
直
接
奉
仕
し
或
は
丹
波
・
船
井
両
郡
の
治
安
、
い
わ
ゆ

る
弓
箭
組
の
叫
合
等
の
そ
の
掌
に
当
り
、
公
の
山
陰
鎮
撫
に
少
な
か
ら
ぬ
功
績
を
立
て
た
こ
と
は
周
知
さ
れ
て
い
よ
う
。
ご
の
よ
う

な
丹
波
馬
路
村
に
お
げ
る
両
苗
郷
士
の
明
治
維
新
に
お
い
て
果
し
た
役
割
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
ゆ
づ
り
、
本
稿
で

は
、
こ
う
し
た
両
苫
郷
士
の
近
世
に
お
け
る
存
在
雅
態
、
こ
こ
で
は
特
に
彼
等
両
苗
郷
士
が
近
世
に
あ
っ
て
は
郷
士
集
団
仲
間
を
つ

く
り
、
仲
間
の
組
織
と
仲
間
が
遵
守
す
べ
き
種
ヵ
な
規
約
を
設
け
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
対
領
主
関
係
に
お
け
る
両
苗
郷

士
の
存
在
、
特
に
領
主
権
力
に
対
す
る
彼
等
の
存
在
が
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
郷
士
の
存
在
と
は
異
な
る
彩
態
を
と
り
注
目
せ
ら
れ

る
点
の
存
す
る
ご
と
等
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
げ
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態
ｅ
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本
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丹
波
国
南
桑
田
郡
馬
路
村
、
（
現
在
亀
岡
市
馬
路
町
）
は
、
亀
山
（
亀
岡
）
の
北
方
約
一
里
大
堰
川
東
岸
に
。
接
続
せ
る
平
地
に
あ
り
、
近
世
初
期
（
元

腺
十
一
年
迄
）
は
、
村
高
千
五
百
壱
石
七
斗
三
升
（
此
反
別
、
百
拾
壱
町
三
反
九
畝
弐
拾
八
歩
弐
厘
）
、
元
禄
十
一
年
以
降
明
治
ま
で
村
高
千
五
百

弐
拾
石
九
斗
三
升
（
元
様
十
一
年
、
山
年
貢
十
九
石
二
斗
本
高
編
入
に
よ
る
）
で
あ
り
、
村
人
口
は
、
宝
歴
十
二
年
一
、
二
五
二
人
、
安
永
三
年
一
、

三
二
六
人
、
同
九
年
一
、
三
二
二
人
、
天
明
六
年
一
、
二
四
一
人
、
寛
政
四
年
一
、
二
〇
〇
人
、
同
一
〇
年
一
、
一
九
五
人
、
文
化
元
年
一
、
一

九
五
人
、
慶
応
四
年
一
、
三
三
九
人
と
あ
り
、
近
世
村
落
と
し
て
は
、
か
な
り
大
規
模
な
村
落
で
あ
っ
た
。
こ
の
村
の
近
世
に
お
け
る
所
領
関
係

は
、
元
和
年
八
月
よ
り
元
腺
十
一
年
五
月
ま
で
、
幕
府
直
領
で
あ
り
順
次
五
味
金
右
衛
門
、
鈴
木
伊
兵
衛
、
小
堀
仁
右
衛
門
等
の
幕
府
代
官
の
支

配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
元
薩
十
一
年
五
月
に
江
戸
旗
本
杉
浦
内
蔵
允
出
雲
守
の
知
行
地
と
せ
ら
れ
、
明
治
維
新
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
の
考
察
は
、
主
と
し
て
こ
の
旗
本
杉
浦
氏
知
行
地
時
代
に
お
け
る
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
ま
づ
も
っ
て
お
こ
と
わ
り
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
な
お
本
稿
に
利
用
せ
る
資
料
は
、
現
亀
岡
市
馬
路
町
住
吉
、
人
見
惣
一
氏
所
蔵
の
文
書
で
あ
る
。
文
書
利
用
の
便
を
与
え
て
下

さ
れ
た
同
氏
に
対
し
深
く
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。

、
両
苗
郷
士
の
由
緒

　
此
処
に
い
う
両
苗
と
は
、
人
見
、
中
川
両
娃
一
族
を
指
し
て
い
う
。
こ
れ
ら
両
姓
の
も
の
が
夫
大
い
か
在
る
由
緒
を
も
ち
、
ま
た

当
地
に
何
時
の
時
代
よ
り
住
居
せ
し
も
の
か
、
そ
の
具
実
を
確
証
す
る
に
足
る
資
料
は
充
分
に
存
し
な
い
。
し
か
し
近
世
中
期
そ
の

後
に
お
け
る
両
姓
の
「
由
緒
書
」
、
そ
の
他
文
書
の
断
片
よ
り
こ
れ
を
窺
え
ば
、
人
見
一
族
は
「
人
皇
三
十
一
代
敏
達
天
皇
四
代
左
大

臣
橘
諾
兄
」
を
、
中
川
一
族
は
「
涛
和
源
氏
新
羅
三
郎
第
五
男
子
中
川
刑
部
太
夫
」
を
夫
戊
の
祖
と
し
共
に
。
そ
の
由
緒
の
古
さ
を
誇

っ
て
い
る
。
と
ご
ろ
で
、
こ
れ
ら
両
姓
の
馬
路
居
住
は
何
時
頃
で
あ
る
の
か
こ
の
点
詳
で
は
な
い
が
、
人
見
氏
の
場
合
そ
の
由
緒
書

に
、
「
当
国
北
山
中
郷
之
義
煮
人
皇
五
十
代
桓
葵
皇
之
御
字
従
延
暦
年
中
一
壮
に
六
一
被
為
在
御
遷
都
、
禁
裏
瑠
料
被
為
在
御



定
、
大
嘗
会
御
用
之
竹
木
調
進
相
勤
申
来
り
侯
」
、
「
同
六
十
二
代
村
上
天
皇
之
御
字
天
徳
四
庚
申
年
一
九
六
〇
一
、
ｎ
裏
炎
上
御
造
営

之
節
、
市
之
尤
頭
取
仕
竹
を
流
し
侯
、
是
大
井
川
筏
之
始
二
而
御
座
候
」
、
「
四
条
院
之
御
字
長
和
三
甲
寅
年
（
一
〇
一
四
一
、
内
裏
炎

上
之
節
、
北
山
郷
中
江
御
用
被
仰
付
、
材
木
御
吊
相
勤
申
侯
」
等
の
文
書
、
或
は
明
治
八
年
京
都
府
権
知
事
爪
理
宛
の
「
式
内
月
読

神
社
御
取
調
二
付
奉
差
上
口
上
書
」
に
「
万
事
不
詳
、
社
先
祖
人
見
次
郎
貞
村
一
二
十
、
二
代
一
江
北
条
相
槙
守
時
煩
ヨ
リ
当
杜
ノ
守
護

申
附
ラ
レ
、
当
今
迄
連
綿
守
護
仕
候
」
文
書
よ
り
窺
い
得
る
よ
う
に
、
人
見
氏
は
鎌
倉
時
代
或
は
そ
れ
以
前
す
で
に
古
く
馬
路
に
－
住

居
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
中
川
氏
の
場
合
は
、
「
中
沢
根
源
記
」
に
よ
れ
ば
、
「
正
中
二
乙
丑
（
；
三
五
）
秋
、

東
山
道
中
川
の
城
主
た
り
と
て
、
源
重
光
と
名
乗
り
、
当
国
に
落
来
り
、
当
村
の
長
家
辻
甚
五
郎
是
を
ユ
パ
く
ま
ひ
置
也
、
其
後
正
慶

歳
年
一
ト
三
三
二
一
に
足
利
尊
氏
公
当
国
篠
村
に
て
武
浪
を
髪
ま
ふ
時
、
中
川
壁
衛
門
尉
重
光
と
名
乗
り
、
尊
氏
公
の
御
前
冨

仕
す
、
却
ち
丹
州
舟
井
の
感
状
を
賜
は
り
馬
路
村
に
住
す
。
」
と
あ
る
が
、
由
緒
書
に
よ
る
と
「
中
川
刑
部
太
夫
儀
、
美
濃
国
安
八
郡

中
川
庄
居
城
其
時
六
郡
ヲ
領
ス
、
其
後
十
九
代
右
近
清
権
少
ノ
将
、
永
様
四
年
辛
酉
五
月
（
一
五
六
一
一
織
田
信
長
之
為
二
落
城
、
右

近
清
権
少
将
嫡
子
中
務
太
夫
共
カ
白
殺
、
其
ヱ
・
二
境
四
郎
、
三
男
五
郎
、
叔
父
越
中
午
ト
上
洛
ス
、
同
年
美
濃
落
城
之
醐
、
中
川
五

郎
、
同
越
中
守
丹
波
馬
路
落
住
居
罷
在
」
云
ヵ
と
あ
っ
て
、
何
れ
を
と
る
べ
き
か
知
り
得
な
い
が
、
室
町
時
代
末
す
で
に
当
地
に
居

住
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
如
く
両
姓
の
丹
波
馬
路
居
住
は
中
世
乃
至
中
世
末
に
遡
っ
て
窺
え
る
の
で
あ
り
、
そ
し

て
ご
れ
ら
両
姓
は
何
時
の
時
代
よ
り
か
そ
の
後
累
生
婚
姻
を
通
じ
血
縁
的
結
合
を
深
め
今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
ご
ろ
で
、
馬
路
に
居
住
し
て
以
来
秀
吉
或
は
宗
康
の
天
下
統
一
、
近
世
封
建
体
制
確
立
に
至
る
聞
に
め
っ
て
、
両
姓
は
馬
路
郷

に
お
け
る
い
わ
ば
在
地
土
豪
と
し
て
、
常
に
時
の
政
権
、
或
に
摂
主
の
雷
伎
に
奉
仕
し
、
各
地
映
後
に
う
加
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

人
見
氏
の
場
合
、
足
利
尊
氏
の
丹
波
滞
陣
、
丹
波
に
ー
お
け
る
土
豪
叫
合
に
際
し
て
は
、
尊
氏
の
下
に
馳
参
じ
「
軍
巧
数
度
二
附
御
感

　
　
近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
け
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態
Ｈ
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立
命
館
経
済
学
　
（
第
五
巻
・
第
五
号
）

二
　
四

（
六
六
〇
）

状
等
一
奪
け
、
尊
氏
丹
嚢
向
の
時
一
葦
茎
「
当
国
郷
士
御
招
之
一
即
、
顔
頭
を
被
仰
附
」
聖
と
言
、
ま
た
中
川
氏
の
場
合

も
前
掲
「
中
沢
根
源
記
」
に
よ
れ
ば
同
様
感
状
を
も
ら
っ
た
こ
と
に
友
っ
て
い
る
。
或
は
ま
た
人
見
氏
は
永
正
八
年
（
一
五
二
）
細

川
高
国
の
軍
役
を
勤
め
て
お
り
、
ま
た
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
に
は
織
田
信
長
、
信
孝
に
奉
仕
し
、
天
正
十
年
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統

一
、
大
阪
城
築
城
に
際
し
て
は
、
「
御
用
相
勤
北
山
郷
村
六
ヨ
リ
材
木
川
出
シ
、
保
津
村
、
山
本
村
、
嵯
峨
、
梅
津
植
郷
之
者
筏
取
次

手
配
等
相
勤
」
、
「
文
橡
元
（
一
五
九
二
）
年
七
月
十
六
日
加
藤
主
計
頭
二
相
随
朝
鮮
征
伐
」
に
参
加
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
，
中
川
氏
は

永
藤
六
年
－
（
一
五
六
三
）
六
月
十
日
「
将
軍
足
利
義
輝
公
之
命
二
依
而
、
丹
波
国
船
井
郡
給
、
御
印
書
外
二
御
太
刀
拝
領
」
、
「
其
後
依

義
輝
公
之
命
、
所
司
代
拝
寺
杜
奉
行
相
勤
侯
事
」
、
「
同
八
年
五
月
十
九
日
将
軍
義
輝
御
生
害
、
其
後
二
代
依
義
昭
公
之
命
二
、
中
川

八
郎
右
衛
門
尉
織
田
信
長
公
二
従
軍
」
、
「
同
十
年
信
長
公
黒
母
衣
十
人
衆
被
仰
付
、
安
土
之
城
代
相
勤
侯
事
」
、
「
同
十
二
年
八
月
二

十
八
巳
、
伊
勢
国
大
河
内
城
責
之
御
、
中
川
八
郎
右
衛
門
出
陣
」
、
「
元
亀
二
年
二
五
七
一
）
八
月
、
佐
久
間
右
衛
門
尉
、
中
川
八
郎

右
衛
門
尉
、
柴
田
修
理
之
進
、
丹
羽
五
郎
右
衛
門
尉
右
四
人
、
浅
井
之
持
城
薪
村
之
城
を
責
落
ス
」
、
「
将
軍
義
昭
公
御
没
落
之
後
、

中
川
八
郎
右
衛
門
尉
丹
波
馬
路
江
退
き
住
居
仕
候
」
、
「
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
明
智
日
向
守
本
能
寺
合
戦
之
醐
、
従
軍
父
兄
之
麟
を

報
ス
」
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
両
娃
の
由
緒
が
個
六
に
つ
い
て
ど
の
程
度
信
焉
性
を
も
つ
か
は
今
知
れ
た
い
が
、
両
姓
は
馬
路
郷

に
お
け
る
在
地
土
豪
と
し
て
、
し
か
も
時
の
政
変
軍
役
の
め
ま
ぐ
る
し
い
時
代
に
巧
に
対
処
し
て
、
両
姓
一
族
の
安
泰
を
期
し
来
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

周
知
の
如
く
、
丹
波
国
は
守
護
仁
千
山
名
を
経
て
、
細
川
頼
元
入
国
一
諸
室
以
降
そ
の
子
孫
の
世
襲
す
る
と
こ
ろ
差
り
、

数
多
の
土
豪
は
、
そ
の
勢
力
下
に
お
か
れ
て
来
た
が
、
し
か
し
応
仁
・
文
明
の
乱
（
ト
｛
肺
批
七
）
後
、
守
護
細
川
氏
の
勢
力
は
、
下

刺
上
の
風
潮
と
と
も
に
夫
墜
し
、
代
っ
て
丹
波
土
豪
の
筆
頭
た
る
波
多
野
氏
が
、

郷
村
土
豪
を
服
従
せ
し
め
丹
波
一
円
を
統
一
す
る

二
・
」

－
一



勢
差
っ
た
。
し
か
し
、
織
田
信
長
の
命
に
よ
る
明
智
光
秀
の
丹
肇
定
９
班
捧
七
月
一
に
よ
一
て
、
波
多
野
氏
は
滅
亡
さ
作

ま
た
光
秀
に
抵
抗
し
た
土
豪
、
寺
杜
も
没
落
を
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
恋
争
乱
に
あ
っ
て
、
両
娃
土
豪
が
ど
の
よ
う
な
行

動
を
と
っ
た
か
充
分
知
れ
在
い
が
、
し
か
し
、
中
川
氏
の
場
合
永
様
十
二
年
（
一
五
六
九
）
す
で
に
光
秀
と
交
り
を
も
つ
て
お
り
、
天

正
十
年
の
本
能
寺
の
変
に
は
光
秀
に
従
軍
し
た
と
あ
る
か
ら
、
光
秀
の
丹
波
平
定
に
あ
た
っ
て
は
、
光
秀
の
勢
力
下
に
参
加
軍
役
奉

仕
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
凡
そ
以
上
の
如
く
、
人
見
、
中
川
両
姓
一
族
は
、
す
で
に
古
く
中
世
乃
至
中
世
末
頃
よ
り
馬
路
に
居
住
し
、
か
つ
在
地
土
豪
、
地

侍
と
し
て
郷
村
の
領
主
的
支
配
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
み
う
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
光
秀
の
減
亡
（
山
崎
の
合
戦
一
後
、
豊
臣
秀
吉
の

治
め
る
と
こ
ろ
と
淀
る
が
、
秀
吉
に
よ
る
兵
農
分
離
、
検
地
政
策
に
よ
っ
て
、
丹
渡
に
お
け
る
土
豪
、
地
侍
の
領
主
的
郷
村
支
配
は

完
全
に
排
除
せ
ら
れ
、
ご
れ
ら
多
く
の
者
は
、
本
百
娃
と
し
て
農
民
の
身
分
に
固
定
せ
ら
れ
た
が
如
く
、
人
見
、
中
川
両
姓
も
ま
た

そ
の
例
外
で
は
底
か
っ
た
。
勿
論
多
く
の
土
豪
地
侍
が
農
氏
と
し
て
の
身
分
に
固
定
せ
ら
れ
た
と
は
い
え
、
従
来
か
ら
の
郷
村
に
お

け
る
支
配
力
の
強
さ
は
、
薪
し
い
他
の
同
じ
本
百
姓
を
従
来
の
主
従
隷
属
の
支
配
関
係
に
お
こ
う
と
し
、
或
は
彼
等
は
機
会
あ
ら
ば

領
主
権
力
と
結
び
つ
き
上
昇
の
途
を
求
め
る
こ
と
に
腐
心
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
秀
吉
は
こ
の
よ
う
な
彼

等
の
野
心
を
完
全
に
封
じ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
こ
れ
ら
土
豪
、
地
侍
の
在
地
勢
力
を
利
用
し
或
は
そ
の
郷
村
に
お
け
る
特
権

を
認
め
、
苗
字
帯
刀
を
詐
し
、
朱
印
状
を
与
え
て
「
夫
役
御
免
」
と
す
る
よ
う
な
懐
柔
策
を
も
と
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
人
見
氏
の

「
大
阪
城
御
譜
請
之
節
、
御
用
相
勤
、
北
山
郷
村
六
ヨ
リ
材
木
川
出
シ
ー
筏
取
次
手
配
等
相
勤
－
太
閤
秀
吉
公
御
書
翰
等
今
二
預
リ

取
持
仕
侯
」
、
ま
た
文
藤
年
代
「
人
見
叉
之
進
義
、
当
国
馬
路
村
二
住
屠
仕
、
川
筋
御
運
上
木
改
御
所
預
リ
、
夫
よ
り
数
代
相
勤
来

リ
侯
」
と
あ
る
の
は
、
圭
雫
地
侍
人
見
氏
写
え
烏
た
特
権
の
；
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
、
秀
吉
の
丹
波
篭
一
蓋
雪

　
　
近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
げ
る
「
酉
酋
郷
士
」
の
存
在
形
態
ｅ
　
（
岡
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
五
　
（
六
六
一
）



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
五
巻
・
第
五
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六
　
（
六
六
二
）

に
際
し
、
人
見
、
中
川
両
姓
が
「
馬
路
郷
之
義
、
両
苗
屋
敷
地
往
古
〆
制
外
之
地
、
御
検
地
之
義
者
、
「
御
断
申
上
候
処
、
無
地
高
百

石
可
差
出
旨
被
仰
出
御
請
仕
侯
」
と
あ
っ
て
、
両
姓
一
族
の
屋
敷
地
が
「
赦
免
屋
敷
地
」
と
な
り
、
そ
の
代
り
無
地
高
百
石
を
出
す

と
な
し
た
の
も
両
姓
に
与
え
ら
れ
た
特
権
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
よ
う
。

二
、
両
苗
郷
士
の
仲
間
組
織
と
規
約

　
右
に
み
た
如
き
由
緒
を
も
つ
地
侍
人
見
、
中
川
両
姓
は
、
秀
吉
の
天
下
統
一
、
近
世
的
封
建
体
制
の
確
立
過
程
に
お
い
て
、
身
分

的
経
済
的
に
は
或
程
度
の
特
権
を
附
与
せ
ら
れ
た
本
百
姓
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ご
う
し
た
由
緒
、
特
権
を
も
つ
本
百
姓
は
、

郷
村
に
あ
っ
て
同
時
期
に
１
薪
し
く
創
設
せ
ら
れ
た
他
の
本
百
姓
と
は
、
お
の
す
か
ら
身
分
的
に
は
同
質
化
し
得
な
い
観
念
を
極
め
て

濃
厚
に
も
っ
て
い
た
こ
と
は
当
然
想
像
さ
れ
得
る
。
し
か
し
て
、
ご
の
よ
う
友
由
緒
、
特
権
を
も
つ
農
民
Ｈ
地
侍
の
観
念
が
・
丹
波

に
お
け
る
「
弓
者
連
中
」
＾
「
地
侍
連
合
」
を
成
立
せ
し
め
る
一
つ
の
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
関
順
也
氏
に
よ
っ
て
す
で
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
室
。
一
段
蟻
鰐
欝
螂
烏
噌
｛
式
い
一
す
姦
ち
、
氏
に
よ
れ
ば
「
弓
者
連
中
一

と
は
、
『
身
分
的
に
は
本
百
姓
に
零
落
し
た
数
多
の
地
侍
が
、
「
先
祖
の
動
功
」
を
誇
り
、
「
旧
家
連
綿
の
家
」
た
る
自
覚
の
下
に
会
合

団
結
し
た
』
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
『
平
百
姓
に
対
し
て
は
、
特
権
階
級
た
る
の
誇
示
で
あ
る
と
共
に
、
領
主
に
対
し
て
は
、

地
侍
と
し
て
の
示
威
で
あ
っ
た
』
と
さ
れ
て
い
る
。
人
見
、
中
川
両
娃
の
者
も
ま
た
こ
の
地
侍
連
合
、
弓
者
連
中
の
一
人
で
あ
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
両
姓
の
考
は
、
丹
波
一
円
に
お
げ
る
地
侍
連
合
、
弓
者
連
中
の
一
員
と
し
て
、
郷
村
或
は

平
百
姓
に
対
す
る
身
分
的
地
位
の
優
位
性
を
誇
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
注
目
さ
る
べ
き
は
、
彼
等
は
両
姓
一
族

の
間
に
お
い
て
「
両
苗
仲
間
」
Ｈ
「
帯
刀
仲
間
」
の
郷
士
集
団
を
組
織
し
、
彼
等
仲
間
、
集
団
一
統
が
遵
守
す
べ
き
規
約
を
定
め
て
、



郷
村
に
お
け
る
両
娃
一
族
の
結
東
を
固
め
、
彼
等
の
権
威
、
身
分
的
地
位
の
保
持
に
主
と
し
て
努
め
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
両
苗

一
族
の
仲
問
組
織
、
そ
の
規
約
の
成
文
化
が
何
時
の
時
代
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
今
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
が
、
近
世
中
期
以
降
旗
本
杉
浦
領
時
代
に
お
け
る
残
存
関
係
文
書
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
近
廿
中
期
以
降
凡
そ
次
の
よ
う
た
形

に
お
い
て
在
さ
れ
て
い
た
。

　
↑
Ｄ
　
仲
聞
組
織
１
１
宝
歴
士
二
年
（
一
七
六
三
一
十
月
の
「
郷
士
中
示
合
之
事
」
の
条
項
の
中
に
、

　
　
一
、
惣
代
年
番
者
、
有
心
得
人
順
番
二
而
相
勤
候
事

　
　
一
、
寄
会
衆
者
、
中
老
之
内
二
而
村
役
人
を
除
き
、
筆
算
之
修
練
茂
有
之
実
底
之
人
七
人
、
地
方
切
者
両
人
、
坊
人
壱
人
宛
撰

　
　
　
之
、
年
高
順
番
二
而
可
相
勤
事

　
　
一
、
諾
評
儀
者
、
寄
合
衆
相
談
之
上
、
六
老
衆
江
も
申
達
取
斗
ひ
可
仕
候
、
若
右
人
数
二
而
難
相
済
儀
者
、
其
余
五
七
人
茂
相

　
　
　
招
評
儀
決
定
可
在
候
事

　
　
一
、
御
印
物
持
古
証
等
者
、
寄
合
衆
之
内
年
番
預
り
但
鍵
は
両
〆
ニ
シ
テ
、
両
家
大
老
之
預
り
可
為
侯
事

　
　
一
、
勘
定
之
儀
者
、
寄
合
衆
立
会
二
而
い
た
し
、
其
趣
六
老
衆
江
茂
申
達
し
可
申
侯
、
賄
方
は
年
番
二
而
可
相
勤
候
事

　
と
あ
る
。
宝
歴
士
二
年
十
月
「
馬
路
村
郷
士
人
数
連
判
帳
」
に
よ
れ
ぱ
、
両
姓
郷
士
四
十
一
人
（
内
人
見
姓
二
十
二
名
、
中
川
姓
十

七
雀
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
の
両
苗
仲
間
に
お
い
て
は
、
右
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
す
対
外
的
に
両
苗
を
代

表
す
る
「
惣
代
」
が
お
か
れ
、
ま
た
対
内
外
的
在
諾
諸
の
事
柄
を
は
か
る
評
議
機
関
と
し
て
、
「
寄
合
衆
」
十
人
が
お
か
れ
、
そ
の
上

に
顧
問
格
た
る
〕
ハ
老
衆
Ｌ
が
お
か
れ
て
い
た
。
両
苗
惣
代
は
両
苛
よ
り
「
有
心
得
人
」
を
そ
れ
ぞ
れ
一
名
宛
二
名
が
選
ば
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
「
寄
合
衆
」
は
中
老
の
者
の
う
ち
、
村
役
人
と
在
っ
て
い
る
者
を
除
い
た
者
の
年
順
を
も
っ
て
選
ば
れ
、
ま
た
〕
ハ
老

　
　
近
世
丹
波
馬
踏
村
に
お
け
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態
わ
　
（
岡
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
（
六
六
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
五
巻
・
第
五
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
八
　
（
六
六
四
）

衆
」
は
「
一
蔑
」
と
も
称
せ
ら
れ
、
「
第
一
席
」
の
年
長
者
大
老
の
者
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
〕
ハ
老
衆
Ｌ
が
実
は
両

苗
仲
間
を
内
部
的
に
統
卒
す
る
最
高
の
機
関
で
あ
り
、
実
権
者
で
あ
っ
た
。
在
お
両
苫
郷
士
仲
間
の
数
は
、
宝
歴
士
二
年
四
一
名
（
人

見
二
四
名
、
中
川
一
七
名
）
、
明
和
六
年
四
一
名
（
人
見
二
五
名
、
中
川
一
六
名
）
、
向
七
年
四
一
名
（
人
見
二
五
名
、
中
川
一
六
名
）
、
文
化
六
年

六
一
名
（
人
見
三
〇
名
、
中
川
三
一
名
）
、
文
政
三
年
四
五
名
（
人
見
二
二
名
、
中
川
二
三
名
）
、
慶
応
三
年
六
四
名
存
し
た
こ
と
を
数
え
る
こ

と
が
出
来
る
。
以
上
の
よ
う
淀
仲
間
組
織
を
も
っ
た
両
苦
郷
土
の
仲
間
と
し
て
遵
守
す
べ
き
規
約
は
、
一
体
ど
の
よ
う
淀
内
容
の
も

の
で
あ
っ
た
か
、
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
み
よ
う
。

　
四
　
仲
間
規
約
　
　
前
記
宝
歴
士
二
年
「
郷
士
中
示
合
之
事
」
に
１
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
諾
条
項
が
規
約
さ
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
致
帯
刀
侯
二
付
、
著
り
が
ま
し
き
儀
無
之
様
二
心
得
、
随
分
倹
約
第
一
二
い
た
し
、
農
業
無
惰
怠
可
申
候
事

　
　
一
、
郷
士
不
相
応
之
格
別
賎
き
馬
扱
或
辻
売
或
桶
屋
、
畳
屋
、
左
官
、
大
工
、
紺
屋
之
類
ハ
堅
致
間
敷
候
事

　
こ
の
よ
う
な
宝
歴
士
二
年
の
規
約
と
同
様
の
も
の
が
、
文
化
六
年
の
「
郷
士
中
示
合
書
付
」
に
「
古
来
之
書
付
也
、
此
通
堅
相
守

可
申
事
」
と
し
て
再
録
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書
付
に
。
は
更
に
次
の
よ
う
淀
条
項
が
規
約
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
一
、
第
一
博
突
諸
勝
負
堅
禁
制
之
事

　
　
一
、
米
売
買
之
儀
は
堅
相
成
不
申
侯
、
是
者
別
而
身
上
減
却
之
基
二
侯
問
、
少
六
之
事
二
而
茂
堅
無
用
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
　
　
・
）

　
　
一
、
参
会
所
的
之
節
、
賭
衣
惣
内
乙
矢
し
き
己
有
来
之
通
、
其
外
さ
し
内
口
内
堅
無
用
之
事

　
　
一
、
郷
士
仲
間
之
衆
申
馬
を
追
京
道
へ
罷
出
候
義
、
拝
芝
居
之
荷
物
送
り
向
い
二
罷
出
候
儀
堅
無
用
之
事

　
　
　
　
　
但
し
津
出
し
其
外
運
ひ
山
之
儀
考
格
別
之
事

　
　
一
、
会
立
辻
売
等
堅
無
用
之
事
、
一
大
工
、
一
桶
屋
、
一
、
畳
屋
、
一
左
官
、
一
鍛
治
、
一
紺
屋
、
右
之
類
内
職
二
茂
仕
候
儀

ｏ

１

止
“

鉦



　
　
　
　
　
　
　
堅
相
成
不
申
候
事

　
　
　
　
一
、
人
之
妻
女
娘
者
勿
論
後
家
た
り
共
、
密
夫
之
儀
相
聞
候
ハ
・
、
一
同
評
議
之
上
名
跡
を
刎
可
申
事

　
　
　
　
一
、
不
隈
老
若
打
寄
出
銭
い
た
し
酒
膳
候
儀
堅
無
用
、
夜
分
者
手
習
算
盤
之
稽
石
随
分
可
仕
事

　
　
　
　
一
、
明
神
参
麻
上
下
着
用
之
事
、
一
、
両
苗
中
葬
送
之
節
麻
上
下
紋
付
之
衣
裳
着
用
之
事
、
一
、
坊
人
申
十
徳
着
用
可
申
事

　
　
　
　
一
、
養
子
嫁
取
遺
シ
候
節
、
親
類
書
取
之
、
六
人
一
薦
に
届
ケ
可
申
事

　
　
　
　
一
、
養
子
貰
ひ
候
年
、
山
口
前
二
衆
座
付
名
前
年
書
付
、
白
米
一
升
相
添
へ
人
見
者
伝
右
衛
門
、
中
川
者
藤
四
郎
江
差
出
し
可

　
　
　
　
　
申
事

　
　
　
　
一
、
名
前
印
彫
無
之
衆
中
茂
、
一
同
申
合
之
儀
二
候
考
後
六
未
代
同
様
承
知
可
在
之
事

　
　
　
　
　
　
　
　
誓
約
文

　
　
　
　
一
、
郷
士
中
此
以
後
互
二
随
分
無
廉
忽
様
可
申
合
侯
、
そ
の
心
得
違
二
而
、
不
顧
一
同
相
談
之
儀
ブ
、
却
而
一
巳
之
立
身
利
慾

　
　
　
　
　
心
掛
け
申
間
敷
事

　
　
　
　
一
、
申
合
之
件
カ
堅
相
守
可
申
事

　
　
　
　
右
之
趣
於
相
背
看
、
可
奉
蒙
伊
勢
両
宮
、
愛
宕
大
権
現
、
殊
一
産
砂
明
神
井
人
見
中
川
両
祖
霊
之
御
醤
看
也
、
価
而
神
文
如
件

　
　
　
　
　
文
化
六
年
　
月
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
苛
六
十
一
名
連
印

　
　
　
右
に
ー
み
る
如
／
＼
凡
そ
耐
苗
仲
間
の
連
守
す
べ
き
規
約
は
、
古
規
墨
守
新
儀
停
止
の
思
想
・
更
に
は
両
苗
伸
間
の
苛
字
帯
刀
郷
士

　
　
身
分
と
し
て
の
分
隈
思
想
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
を
根
底
と
し
た
規
約
を
設
け
、
両
苗
仲
間
自
か
ら
を
規

　
　
　
　
近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
け
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態
Ｈ
　
（
岡
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
　
（
六
六
五
）

－
騒
籔
騒
ポ
幹
乳
ポ
ザ
ポ
弘
釘
一
ポ
鈴
鼠
駁
籔
一
・
　
、
・
　
　
ズ
　
　
　
ー

＝
戸
夢
‘
ボ
請
、



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
五
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
（
六
六
六
）

制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
村
に
お
け
る
の
両
苗
仲
間
の
身
分
上
の
権
威
地
位
を
保
持
し
高
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
ご
ろ
で
、
著
修
禁
止
倹
約
第
一
、
教
養
の
た
め
の
手
習
算
盤
稽
古
の
奨
励
、
農
業
専
一
、
内
職
（
賎
業
）
米
商
売
の
制
限
禁
止
、

博
突
諾
勝
負
の
禁
制
、
立
身
利
慾
の
禁
止
、
密
夫
不
道
徳
の
厳
禁
、
養
子
嫁
取
の
届
出
義
務
等
の
諾
規
約
の
な
か
に
お
い
て
、
両
苗

仲
間
の
最
も
重
要
視
さ
れ
遵
守
を
強
要
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
仲
間
の
血
縁
関
係
に
か
か
わ
る
事
項
で
あ
っ
た
。
密
夫
不
道
徳
に
対

し
て
は
、
コ
同
評
議
之
上
、
名
跡
を
刎
可
申
事
Ｌ
の
厳
罰
が
規
約
さ
れ
て
い
る
が
、
両
苗
仲
間
の
養
子
嫁
取
に
っ
い
て
は
、
由
緒
、

分
隈
相
応
の
取
組
を
そ
の
前
提
と
し
、
そ
れ
以
外
の
特
に
平
百
姓
と
の
縁
組
は
厳
禁
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
点
の
厳
守
を
徹
底
さ

せ
る
た
め
に
、
左
の
如
く
縁
組
を
主
内
容
と
し
た
・
船
一
族
定
・
奮
も
の
が
別
墨
け
兵
こ
れ
が
大
伊
勢
驚
席
所
一
導

養
寺
）
に
張
紙
と
し
て
揚
示
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
船
一
族
定

　
　
一
、
各
六
随
分
之
作
業
を
相
励
、
猶
叉
文
筆
を
相
嗜
、
行
義
正
直
に
い
た
す
べ
き
事

　
　
一
、
平
百
姓
と
致
縁
組
或
者
諾
講
を
結
、
集
会
交
親
を
い
た
す
間
敷
事

　
　
一
、
都
而
古
規
に
准
じ
万
端
紛
乱
無
之
様
可
得
相
心
候
、
不
寄
何
事
新
儀
私
之
筋
有
之
間
敷
事

　
　
右
条
大
宜
相
守
之
、
殊
更
養
子
嬢
聚
不
坪
之
縁
組
有
之
候
者
、
子
孫
迄
之
瑛
き
ん
に
相
成
候
間
、
急
度
其
由
緒
を
聞
糺
分
限
相

　
　
応
之
取
組
を
い
た
す
べ
く
候
、
万
一
非
分
之
縁
組
有
之
侯
ハ
・
、
本
人
は
勿
論
、
其
親
類
媒
介
人
等
も
姓
氏
を
削
、
平
百
姓
同

　
　
様
た
る
べ
く
侯
条
、
侃
両
姓
中
制
書
如
件

　
　
　
　
　
　
安
永
四
未
年
五
月
六
日

　
右
の
定
に
は
、
両
苗
一
族
に
対
す
る
作
業
、
文
筆
の
清
－
励
、
行
儀
作
法
、
正
直
倫
理
の
奨
励
、
古
規
墨
守
、
新
儀
私
心
の
禁
止
等



の
連
ユ
、
規
定
を
も
な
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
右
定
の
内
容
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
仲
間
の
縁
組
が
特
に
問
題
と
さ
れ
て
い

い
ハ
仁
、
此
処
で
は
平
百
姓
と
の
縁
組
は
も
と
よ
り
講
を
結
ん
だ
り
、
集
会
、
交
親
を
在
す
こ
と
す
ら
禁
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
縁
組
が

由
緒
分
隈
不
相
応
で
あ
れ
ば
一
平
百
姓
と
の
縁
組
を
指
す
）
、
こ
れ
を
二
小
埼
」
「
非
分
之
縁
組
」
と
し
て
本
人
は
い
う
ま
で
己
淀
く
・
そ
の

親
類
、
媒
介
人
を
も
人
早
中
川
の
「
姓
氏
」
を
削
り
、
平
百
姓
同
様
に
取
扱
う
と
の
制
裁
を
う
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
縁
組
は
先
に
示
し
た
如
く
、
こ
れ
を
〕
ハ
老
衆
」
「
一
璃
」
に
届
出
る
義
務
を
絶
対
必
要
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
仲
間
の
縁
組
、
平
百
姓
と
の
縁
組
に
お
い
て
、
特
に
厳
重
な
定
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

身
分
的
に
賎
し
い
と
さ
れ
る
平
百
姓
と
の
椿
姻
に
よ
る
血
縁
的
同
化
が
、
由
緒
連
締
を
誇
る
両
苗
一
族
、
ご
の
故
に
こ
そ
郷
村
に
お

い
て
、
身
分
的
優
越
性
を
誇
り
得
て
い
る
彼
等
と
し
て
は
、
そ
の
喪
夫
化
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　
凡
そ
以
上
の
如
く
、
丹
波
馬
路
村
に
お
け
る
人
見
・
中
川
両
苗
郷
士
は
、
遠
く
中
世
来
よ
り
馬
路
に
居
住
し
、
夫
六
由
緒
あ
る
身

分
と
し
て
存
在
し
た
が
、
彼
等
は
郷
村
に
あ
っ
て
郷
士
集
団
の
仲
間
組
織
を
つ
く
り
、
ま
た
主
と
し
て
郷
村
に
お
け
る
彼
等
の
身
分

的
地
位
の
優
越
性
を
保
持
す
る
た
め
の
種
六
な
仲
間
規
約
を
設
け
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
両
苛
郷
士
の
郷
村

に
お
い
て
誇
り
得
た
身
分
上
の
優
越
性
も
、
商
品
貨
幣
経
済
の
発
展
と
と
も
に
上
昇
し
き
た
っ
た
一
部
平
互
姓
と
の
抗
争
に
よ
っ
て
、

漸
次
そ
の
外
角
を
崩
さ
れ
て
行
く
向
の
存
し
た
ご
と
は
続
稿
に
論
す
る
と
ご
ろ
で
あ
る
心

　
註
　
両
苗
郷
士
の
中
間
組
織
と
規
約
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
お
っ
た
が
、
な
お
両
苗
郷
士
の
仲
間
、
　
一
族
の
行
事
と
し
て
一
春
萩
二
回

　
馬
路
村
導
養
寺
（
虚
空
蔵
）
に
お
い
て
、
神
事
能
、
弓
的
の
行
事
を
行
う
こ
と
を
最
大
の
行
事
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
両
苗
一
族
に
は
夫
ヵ
祖
霊
杜

　
を
も
ち
、
人
見
祖
星
一
血
杜
は
橘
諾
兄
を
、
中
川
祖
霊
社
は
藤
原
鎌
足
、
中
川
刑
夫
太
夫
源
義
重
を
祭
り
、
例
年
祖
霊
祭
祀
の
行
事
が
行
わ
れ
て
い

　
る
、
こ
、
一
し
た
神
事
能
、
弓
的
の
行
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
時
期
、
契
機
、
意
味
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
ま
た
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
け
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態
ｅ
　
（
岡
本
）

二
二
　
　
　
（
六
六
七
）

液
　
　
　
享
象
、
秦
｝
抑
、
鍍
ポ
川
■
！



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
　
（
六
六
八
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
五
巻
・
第
五
号
）

　
　
　
　
　
　
　
三
、
両
苗
郷
士
の
対
領
主
関
係

　
　
す
で
に
述
べ
て
い
る
如
く
、
近
世
隻
け
る
露
村
の
所
領
関
係
は
、
元
藤
士
蓋
月
旗
本
杉
浦
氏
の
知
行
地
差
る
喜
は
、

幕
府
直
領
と
し
て
幕
府
代
官
の
支
配
を
う
け
て
い
た
。
こ
う
し
奪
府
直
領
時
代
隻
け
る
両
苗
郷
士
の
対
領
主
関
係
は
殆
ん
ど
判

明
芋
実
「
万
治
三
子
年
一
・
一
六
・
一
三
月
十
三
日
五
味
備
前
守
様
蕎
分
－
百
姓
共
－
立
分
ヶ
之
御
印
書
頂
瞥
・
つ
た
と

あ
り
・
直
領
支
配
芝
書
て
侍
↑
郷
士
身
分
と
し
て
容
れ
荒
て
い
蕉
姦
え
る
に
す
裏
い
。
周
知
の
如
く
徳
川
百
ケ
条

「
－
遠
国
在
の
蒙
一
様
言
と
難
、
其
村
蒜
二
古
番
緒
あ
る
長
た
る
者
書
、
平
百
姓
と
同
し
て
、
同
じ
か
ら
す
云
こ
の

嘉
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
乏
、
こ
の
両
苗
の
郷
士
身
分
は
、
も
と
吉
そ
の
由
緒
寿
し
許
さ
れ
を
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ま

た
近
世
当
初
隻
け
る
両
苗
の
川
造
、
蓄
開
発
等
の
功
奮
対
し
て
許
さ
れ
を
の
と
も
考
え
烏
る
。
慶
長
二
酉
年
…
九
七
一

一
隼
初
而
川
造
仕
・
丹
州
奥
川
筋
宇
津
郷
之
内
一
轟
、
大
棚
、
ス
ベ
ー
、
水
戸
、
堀
戸
、
サ
ル
ト
ヒ
極
六
難
所
切
開
キ
一
と
あ
り
、

ま
た
「
寛
永
二
丑
年
一
二
一
二
五
一
二
旦
一
呈
味
金
右
衛
門
尉
様
江
御
願
申
上
、
当
住
琴
津
村
八
拾
五
石
七
升
七
合
之
場
所
一
村

開
発
仕
・
御
公
儀
様
江
上
納
仕
則
御
印
書
嚢
仕
・
一
た
と
あ
る
こ
と
に
よ
一
て
窺
え
る
。
一
譲
鳩
評
参
照
一

　
　
と
こ
ろ
で
・
幕
府
直
領
時
代
兵
け
る
事
情
の
判
明
し
奪
今
は
、
従
っ
て
旗
本
杉
璽
知
行
時
代
兵
け
る
対
領
主
関
係
の
問

題
痕
ら
ざ
る
を
得
を
が
・
し
か
し
近
世
中
期
一
一
擁
ト
年
一
以
降
に
と
ど
ま
る
問
題
で
あ
る
と
は
い
え
、
商
品
貨
幣
経
済
の
発

展
・
封
建
領
主
の
財
政
的
窮
芝
よ
一
て
表
象
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
封
建
的
屡
下
隻
け
る
、
し
か
も
こ
こ
で
は
大
藩
に
盲
る
そ

れ
で
窪
く
特
暴
本
領
隻
け
る
し
か
巻
地
性
に
乏
し
い
領
主
と
郷
士
と
の
関
係
、
或
は
旗
本
領
下
に
浄
る
郷
士
の
性
格
を

　
み
る
上
に
お
い
て
一
つ
の
興
味
あ
る
資
料
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



　
馬
跨
村
が
幕
府
代
官
小
堀
仁
右
衛
門
よ
り
族
本
杉
浦
氏
の
知
行
地
と
友
っ
た
の
は
元
橡
十
一
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
時

杉
浦
氏
は
馬
路
村
、
出
雲
村
、
池
尻
村
、
小
口
村
の
馬
路
組
四
ケ
村
（
合
高
約
二
、
一
四
九
石
一
と
大
野
村
、
中
江
村
、
辻
村
、
下
村
、

比
賀
江
村
、
芹
生
村
の
山
国
六
ケ
村
（
合
高
約
一
、
一
〇
七
石
一
を
彼
の
支
配
地
と
し
て
与
え
ら
れ
、
ま
た
少
し
く
後
れ
て
永
上
郡
十
ケ

村
（
合
高
約
二
、
三
〇
五
石
）
を
支
配
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
杉
浦
氏
が
右
の
知
行
地
支
配
に
当
り
そ
の
当
初
に
お
い
て
、
両
苗
郷
士
の
一
部
の
者
を
登
用
し
、
ご
れ
を
地
方
役
或

は
地
方
支
配
役
（
代
官
）
に
任
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
杉
浦
氏
の
知
行
地
と
な
っ
て
間
も
な
い
享
保
年
中
に
は
、
す
で
に
人
見
惣
功

（
秀
晶
）
な
る
も
の
が
五
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
、
馬
路
組
四
ケ
村
の
地
方
支
配
役
を
命
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
惣
助
の
葱
領
人
見
団
右
衛
門

（
邦
昌
）
も
ま
た
知
行
亘
二
十
石
を
与
え
ら
れ
、
元
文
年
中
よ
り
延
享
三
年
ま
で
地
方
支
配
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
其
の
後

ご
の
人
見
氏
の
直
系
が
明
治
維
薪
に
至
る
ま
で
地
方
役
或
は
地
方
支
配
役
を
つ
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
杉
浦
氏
の
こ
の
よ
う
な
両
苛

郷
士
の
登
用
は
、
人
見
団
右
衛
門
に
み
ら
れ
る
如
く
「
地
方
支
配
二
致
呉
侯
様
」
と
願
っ
た
ご
と
に
あ
り
、
ま
た
杉
浦
氏
の
両
苗
郷

士
の
在
地
勢
力
に
対
す
る
一
つ
の
懐
柔
策
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
要
す
る
に
、
由
緒
め
り
在
地
勢
力
を
も
つ
両
苫
郷
士
の
一
部

を
藩
屏
に
組
み
い
れ
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
・
よ
っ
て
、
自
己
の
知
行
地
支
配
の
円
滑
を
期
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
ご
の
よ
う
に
杉
浦
氏
は
知
行
地
支
配
に
着
い
た
そ
の
当
初
よ
り
、
両
苗
郷
士
の
一
部
の
者
を
登
用
し
直
接
自
己
の
藩
屏
に
組

み
い
れ
、
知
行
地
支
配
の
円
滑
の
た
め
に
こ
れ
を
利
用
す
る
に
あ
っ
た
が
、
ま
た
残
る
大
部
分
の
両
苛
郷
士
の
者
に
対
し
て
は
、
漸

次
苗
字
帯
刀
の
特
権
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
郷
村
に
お
け
る
両
十
田
郷
士
の
帯
刀
御
免
は
、
資
料
の
徴
す
る
と
ご
ろ
に
１
よ
れ
ぱ
、
寛
文
頃
よ
り
「
町
人
・
百
姓
帯
刀
御
停
止
之
御

触
二
付
、
御
上
江
対
し
奉
り
串
上
侯
程
の
功
も
御
座
な
く
候
故
、
達
而
御
願
ひ
も
不
申
上
、
帯
刀
暫
慎
籠
在
候
故
、
断
絶
一
相
成
侯
」

　
　
近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
げ
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態
Ｈ
　
（
岡
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
　
（
六
六
九
）



　
　
立
命
嚢
済
学
一
第
五
巻
第
五
号
一
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
一
六
七
〇
一

と
あ
っ
て
・
杉
浦
氏
支
配
ま
で
帯
刀
を
慎
み
断
絶
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
無
帯
刀
の
郷
士
中
に
対
し
、
右
の

人
見
団
右
衛
門
の
願
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
杉
浦
氏
よ
り
延
享
元
年
十
二
人
、
寛
延
二
年
六
人
、
宝
歴
二
年
「
次
男
株
」
の
者
二
十

三
人
が
夫
ヵ
帯
刀
御
免
の
特
権
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
ご
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
帯
刀
御
免
を
改
め
て
願
っ
た
郷
士
側
或

は
こ
れ
を
許
可
し
た
杉
浦
氏
と
の
間
に
は
夫
六
違
っ
た
思
惑
が
存
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
考
の
場
合
、
郷
村
に
あ
っ
て
は
由
緒
を
誇

り
身
分
的
地
位
の
優
越
性
を
誇
示
す
る
上
に
お
い
て
、
帯
刀
御
免
の
特
権
を
領
主
の
公
認
と
保
証
に
よ
っ
て
願
っ
た
の
に
対
し
、
後

者
の
場
合
、
帯
刀
御
免
の
特
権
を
公
認
保
証
す
る
ご
と
に
よ
っ
て
、
残
る
大
部
分
の
両
苫
郷
士
を
利
用
す
る
に
あ
っ
た
。
前
者
は
と

も
か
！
＼
後
者
の
立
場
か
ら
す
る
帯
刀
御
免
の
問
題
に
っ
い
て
は
、
こ
れ
は
杉
浦
氏
の
知
行
地
支
配
そ
の
当
初
に
お
け
る
財
政
的
事

情
と
の
関
聯
に
お
い
て
説
明
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
領
主
側
か
ら
み
た
両
苗
郷
士
の
性
格
は
ど
の
よ
う
底
．

も
の
で
あ
っ
た
か
を
窺
う
ご
と
に
も
在
ろ
う
。

　
周
知
の
如
く
、
杉
浦
氏
が
知
行
地
支
毘
に
着
い
た
元
藤
時
代
は
、
す
で
に
幕
藩
封
建
領
主
の
財
政
的
窮
乏
が
覆
う
べ
く
も
な
い
事

実
と
し
て
漸
く
深
刻
化
し
、
い
わ
ゆ
る
封
建
的
危
桟
化
え
の
進
行
を
み
る
に
至
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
期
に
際
し
一
介
の

旗
本
に
す
ぎ
な
い
杉
浦
氏
の
財
政
は
、
丹
波
知
行
地
支
配
の
そ
当
初
に
お
い
て
、
す
で
に
窮
追
せ
る
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
ご
と
は

容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ご
の
点
は
、
知
行
地
一
円
に
対
す
る
貢
租
の
過
重
化
は
い
う
に
及
ば
す
、
享
保
年
中
の
「
地
頭
と
郷

士
差
経
串
来
侯
」
一
件
に
み
ら
れ
る
如
き
、
馬
路
村
両
百
の
秀
吉
来
の
特
権
Ｈ
「
赦
免
屋
敷
地
」
に
対
す
る
貢
租
化
え
の
動
き
在
ど

（
こ
の
一
件
は
、
両
苗
惣
代
の
公
儀
出
願
に
よ
っ
て
、
「
双
方
御
糺
之
上
、
於
評
定
所
、
制
外
之
地
と
被
仰
渡
、
事
済
二
相
成
」
っ
た
も
の
で
あ
る
。
）
．

の
中
に
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
元
様
享
保
期
を
経
て
元
文
延
享
期
に
お
い
て
は
、
杉
浦
氏
の
財
政
的
窮
状
そ
の
極
に
達
し
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
左
の
織
田
山
城
守
（
杉
浦
内
蔵
尤
出
雲
守
の
実
弟
）
の
郷
士
人
見
団
右
衛
門
に
宛
て
た
書
翰
の
一
節
は
、
こ
の
こ
と

土

乱山…ユ



を
如
実
に
物
語
る
も
の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
（
、
前
文
略
）
、
拙
者
事
ハ
次
男
二
而
家
督
二
可
相
成
者
二
而
無
之
侯
処
、
兄
出
雲
守
壮
年
二
而
不
幸
実
子
無
之
二
付
、
無
是
非

　
　
家
督
フ
預
り
侯
二
付
、
致
衣
督
候
節
よ
り
何
卒
兄
出
雲
守
が
心
底
フ
継
、
領
中
宗
中
之
安
緒
之
筋
子
孫
永
久
二
、
公
儀
江
之
御

　
　
奉
公
無
滞
相
勤
候
様
二
致
度
、
不
弐
之
身
一
候
得
共
、
心
底
一
此
志
有
之
侯
と
い
へ
共
、
人
並
二
望
り
不
自
由
難
儀
ハ
難
成
物

　
　
二
而
心
底
二
有
之
斗
二
而
存
、
切
な
く
年
月
を
送
り
候
、
及
御
聞
之
通
、
数
年
不
勝
手
故
二
当
節
世
上
並
之
倹
約
は
相
応
二
相

　
　
用
ひ
侯
得
共
、
領
中
家
中
之
為
メ
ニ
大
名
之
格
ヲ
は
す
し
、
身
を
引
キ
下
ケ
、
或
ハ
ニ
手
石
之
旗
本
中
躰
之
取
斗
迄
ニ
ハ
不

　
　
致
候
、
然
ル
処
、
不
勝
手
年
ヲ
重
、
先
達
而
よ
り
御
聞
か
よ
ひ
之
通
、
及
大
借
二
当
夏
二
至
り
候
而
ハ
至
而
之
手
支
、
家
中
之

　
　
扶
助
も
滞
、
漸
く
領
中
之
カ
ニ
而
今
日
迄
カ
ツ
カ
ツ
ニ
歩
ミ
来
候
、
（
後
文
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
田
山
城
守
　
花
押

　
　
　
人
見
団
右
衛
門
殴

　
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
書
翰
に
は
、
財
政
の
窺
乏
に
追
い
込
ま
れ
な
が
ら
も
な
お
か
つ
大
名
の
格
に
こ
だ
わ
る
そ
の
矛

盾
し
た
領
主
意
識
を
示
す
に
・
興
味
あ
る
と
と
も
に
－
、
地
頭
杉
浦
氏
の
財
政
的
窮
乏
の
様
相
察
す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
ろ
う
・
そ

し
て
こ
う
し
た
領
主
杉
浦
氏
の
財
政
的
窮
乏
の
現
状
下
に
お
い
て
、
右
に
み
る
如
き
両
苛
郷
士
全
体
の
帯
刀
御
免
の
公
認
が
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ご
の
よ
う
な
事
情
か
ら
領
、
王
の
両
苗
郷
士
へ
の
帯
刀
御
免
は
、
い
わ
ば
旧
族
的
な
両
苛
の
郷
士
身
分
を
、
領
主

と
し
て
薪
し
く
交
替
し
て
き
た
杉
浦
氏
の
い
わ
ゆ
る
領
主
権
力
の
中
に
彼
等
の
身
分
を
掌
握
す
る
た
め
に
、
公
認
と
い
う
彩
を
と
っ

た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
実
に
は
次
の
様
な
点
に
意
図
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
直
接
自
己
の
潜
屏
に
組
み
い
れ
た

一
部
の
郷
士
の
者
は
別
と
し
て
、
残
る
両
苫
郷
士
に
帯
刀
御
免
の
特
権
を
与
え
、
村
方
の
取
治
め
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
当
時

　
　
近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
け
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態
Ｈ
　
（
岡
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
（
六
七
一
）

■

身
，
　
　
　
釘
，

、



　
　
立
命
館
経
済
学
　
（
第
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巻
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二
二
六
　
（
六
七
二
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「
地
頭
家
来
無
レ
数
」
に
み
る
如
く
杉
浦
氏
家
来
の
不
足
を
補
う
意
味
を
も
有
し
て
い
た
。
そ
の
二
つ
は
こ
れ
こ
そ
領
主
の
意
図
す

る
主
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
老
え
ら
れ
る
が
、
帯
刀
御
免
の
特
権
附
与
の
代
償
と
し
て
御
用
金
調
達
を
命
じ
、
も
っ
て
財
政
窮
乏
の

一
つ
の
打
開
策
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
例
え
ば
宝
歴
二
年
杉
浦
氏
家
来
の
「
馬
路
村
郷
士
」
に

宛
て
た
文
書
に
、
「
郷
士
之
内
、
御
用
に
茂
相
立
可
申
者
、
時
節
二
よ
り
被
召
仕
候
事
茂
可
在
之
候
、
其
節
者
罷
出
可
相
勤
候
」
と
あ

り
、
ま
た
「
年
番
之
者
江
乍
少
分
御
米
被
下
置
、
御
知
行
所
御
用
茂
順
番
相
勤
、
一
統
御
家
来
思
召
二
候
間
、
不
行
儀
無
之
様
、
勿

論
御
為
第
一
二
相
心
得
、
何
連
茂
申
合
出
情
可
仕
」
云
カ
と
あ
り
、
更
に
は
ま
た
宝
歴
十
二
年
の
．
「
申
渡
」
文
書
の
中
に
、
「
其
方

共
儀
者
、
兼
而
郷
士
帯
刀
蒙
免
許
、
御
家
来
も
同
前
之
儀
、
江
戸
二
而
も
、
百
姓
一
統
と
は
乍
申
、
格
段
二
思
召
候
事
二
侯
、
依

之
・
御
用
向
別
段
之
御
書
附
を
以
て
被
仰
渡
」
云
々
と
か
、
「
取
初
帯
刀
御
免
之
儀
者
、
第
一
村
方
取
治
之
た
め
、
其
上
、
不
依
何

事
御
地
頭
御
用
向
可
相
勤
」
云
友
等
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
察
知
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
帯
刀
御
免
の
公
認
が
、
主
と
し
て
右
の

第
二
の
点
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
確
証
資
料
と
し
て
、
更
に
左
の
如
き
興
味
あ
る
文
書
を
み
る
ご
と
が
出
来
る
。
や
や
長

文
な
が
ら
記
し
て
置
き
た
い
。

乍
恐
口
上
書

　
此
度
御
用
金
被
仰
付
、
甚
以
難
儀
之
段
御
願
申
上
候
得
共
、
農
重
二
被
仰
渡
候
二
付
、
村
方
一
統
無
拠
御
請
申
上
侯
、
然
ル

処
、
郷
士
之
者
共
連
茂
此
度
ハ
御
大
切
之
御
時
節
柄
侯
間
、
別
段
二
出
情
仕
候
而
差
上
侯
様
被
仰
渡
侯
得
共
、
困
窮
之
者
共
甚

難
渋
仕
侯
段
、
御
歎
キ
申
上
候
得
共
、
何
分
郷
士
之
規
模
相
立
不
申
候
而
ハ
相
済
不
申
候
間
、
如
何
様
共
致
勘
弁
調
達
可
仕
旨
、

数
度
無
翅
趣
被
仰
渡
得
共
、
何
を
以
調
達
可
仕
手
立
無
御
座
、
甚
恐
入
罷
在
候
内
、
日
数
相
延
不
将
之
段
御
呵
被
成
下
、
右
、
一

口



付
乍
少
分
金
弐
拾
両
考
工
面
可
仕
候
得
共
、
段
友
手
を
詰
侯
上
之
儀
此
金
之
処
ハ
串
夫
不
仕
候
段
、
再
応
御
断
申
上
侯
得
共
、

是
以
御
聞
届
無
御
座
、
叉
カ
被
召
出
、
五
拾
両
者
是
非
共
御
用
達
可
申
旨
、
巖
敷
被
仰
渡
候
故
、
乍
難
儀
五
拾
両
都
含
御
詩
申

上
御
済
〆
被
下
候
処
に
、
又
女
旧
冬
卯
読
候
而
被
召
｛
、
今
五
拾
両
相
増
候
沫
被
仰
聞
、
甚
当
惑
仕
候
、
前
段
申
上
候
道
、
難

渋
之
働
仕
候
処
、
何
分
出
方
無
御
座
侯
二
付
、
此
段
御
断
申
上
、
最
初
御
請
仕
候
金
高
五
拾
両
、
漸
大
晦
目
迄
二
相
納
メ
申
候

仕
合
二
御
座
侯
、
然
ル
処
、
此
度
又
ヵ
被
召
出
被
仰
渡
侯
御
儀
、
甚
奉
驚
候
、
最
早
此
と
術
斗
無
御
座
候
間
、
御
慈
悲
之
上
幾

重
二
も
御
捨
免
被
或
下
候
様
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
昭
和
三
戊
年
正
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
姓
六
人
連
印

　
　
御
役
人
中
様

　
　
　
　
尋
　
　
書

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

一
、
い
つ
れ
も
帯
刀
相
願
候
儀
、
如
何
相
心
得
、
相
願
侯
哉
、
此
儀

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

一
、
帯
刀
い
た
し
候
訳
、
如
何
之
儀
二
侯
哉
、
此
儀

一
、
い
少
か
い
帯
ル
む
い
小
州
、
鉢
か
恥
掛
騎
、
耶
弥
帝
ル
諏
＾
耐
弥
帝
ル
除
跡
、
枠
抄
殊
む
静
脊
、
枠
脊
除
耐
い
、
恥
脊
齢

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
と
相
心
得
候
哉
、
此
儀

一
、
「
御
上
之
御
難
儀
を
存
、
面
戊
〆
相
願
此
度
御
用
成
丈
ケ
致
出
情
」
と
淀
し
、
帯
刀
の
「
訳
合
も
相
立
侯
」
と
し
て
「
完

治
相
心
得
、
弐
百
両
は
致
調
達
可
仕
候
旨
申
談
候
」
を
「
如
何
相
心
得
侯
哉
、
此
儀
」
一
註
、
大
意
、
以
下
同
じ
）

一
、
「
前
段
之
儀
二
付
完
治
委
紬
」
郷
士
の
も
の
に
伝
え
す
「
た
だ
一
通
り
一
同
御
用
金
之
被
仰
付
候
間
、
弐
百
両
調
達
い
た

近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
け
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態
Ｈ
　
（
岡
本
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
（
六
七
三
）



立
命
館
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（
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し
侯
様
申
渡
シ
候
由
Ｌ
で
あ
る
が
「
右
郷
士
之
訳
合
相
立
侯
様
、
自
分
共
心
得
二
而
申
候
儀
」
に
は
「
相
違
無
之
候
哉
、
如

何
御
答
承
度
侯
、
此
儀
」

、
「
右
五
ケ
条
之
趣
」
右
六
人
の
者
共
へ
「
答
書
い
た
し
候
様
申
渡
し
候
処
、
一
向
答
之
儀
、
不
調
法
の
者
故
、
相
分
り
侯

様
答
姦
致
」
と
し
て
い
る
が
こ
の
訳
は
「
何
茂
此
度
之
駕
、
是
非
く
相
勤
間
敷
存
侯
故
、
左
様
申
儀
一
侯
哉
、
面
一

身
分
之
儀
、
一
向
相
分
り
、
答
も
い
た
し
難
き
段
、
不
得
其
意
侯
、
右
御
用
相
勤
間
敷
存
寄
二
而
、
申
侯
儀
二
候
哉
、
此
儀

答
可
申
聞
候
、
此
儀
」

　
右
ケ
条
之
趣
一
六
答
可
申
聞
侯
、
（
明
和
三
戎
年
正
月
）

　
　
（
以
下
文
略
す
）

　
右
の
文
書
を
み
て
両
苗
郷
士
に
対
す
る
帯
刀
御
免
公
認
の
領
主
の
主
た
る
意
図
が
奈
辺
に
置
か
れ
て
い
た
か
明
確
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
と
同
時
に
領
主
側
か
ら
み
た
両
苗
郷
士
の
性
格
な
る
も
の
は
、
右
文
書
「
尋
書
」
条
項
特
に
前
三
段
に
お
い
て
明
ら
か
在
よ
う

に
、
い
わ
ば
旧
族
的
在
郷
士
も
時
の
領
主
の
意
図
に
よ
っ
て
は
い
わ
ゆ
る
「
献
金
郷
士
」
的
性
格
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

点
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
両
苫
郷
士
は
領
主
杉
浦
氏
支
配
の
そ
の
当
初
か
ら
、
前
記
人
見
氏
底
ど
の
一
部
の
者
が
杉
浦
知

行
地
に
お
け
る
地
方
役
或
は
地
方
支
配
役
を
任
ぜ
ら
れ
領
主
権
力
に
直
接
結
び
つ
く
と
と
も
に
、
ま
た
他
の
大
部
分
の
両
畜
郷
士
は
、

帯
刀
御
免
の
特
権
を
許
さ
れ
、
村
方
取
治
め
知
行
所
御
用
を
勤
め
、
郷
村
に
お
げ
る
彼
等
の
権
威
と
身
分
的
地
位
の
優
越
性
を
更
に
■

高
め
得
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
帯
刀
御
免
の
公
認
に
対
す
る
領
主
の
主
た
る
意
図
が
そ
う
で
あ
っ
た
が
如
く
、
杉
浦
氏

…
’
∴
’

■

」
一－



の
両
苗
郷
士
に
対
す
る
厳
重
か
つ
度
重
な
る
御
用
金
調
達
は
、
彼
等
を
し
て
少
な
く
と
も
窮
地
に
遣
い
や
り
は
や
く
も
帯
刀
御
免
辞

退
願
一
件
な
る
も
の
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
。
先
の
文
書
に
み
る
よ
う
に
、
御
用
金
調
達
の
そ
の
赦
免
願
の
出
さ
れ
て
い
る
の
は
明
和

三
年
正
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
続
く
翌
四
年
四
月
に
「
近
年
者
私
共
一
統
困
窮
仕
リ
、
当
時
一
而
々
中
六
帯
刃
杯
可
仕
身
元
二
而
無

御
座
、
時
節
と
ハ
乍
申
誠
一
不
外
聞
之
帯
刀
、
面
目
茂
無
御
座
仕
合
奉
存
候
、
絃
之
、
何
卒
此
上
川
有
蒙
御
隣
慈
、
無
難
一
百
娃
仕
度

而
已
二
御
座
侯
間
、
先
年
私
共
江
被
下
候
御
許
状
暫
ク
指
上
、
帯
刀
辞
退
之
儀
一
統
奉
願
上
候
」
し
し
帝
刀
辞
退
頗
が
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
願
は
明
和
七
年
に
至
っ
て
帯
刀
仲
問
四
二
名
中
九
名
の
み
残
り
、
三
三
名
が
帯
刀
辞
退
を
容
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
件
は
対
領
主
関
係
或
は
対
郷
村
関
係
に
お
い
て
、
両
苗
郷
士
に
。
と
り
重
大
友
意
味
を
も
つ
と
こ
ろ
の
も
の
で

あ
つ
た
。
す
在
わ
ち
、
こ
の
こ
と
は
、
帯
刀
御
免
辞
退
の
理
由
と
し
て
、
勿
論
杉
浦
氏
の
御
崩
金
調
達
の
逃
重
か
ら
の
が
れ
る
こ
と

に
も
あ
っ
た
が
、
実
は
見
逃
し
得
な
い
他
の
理
由
と
し
て
、
杉
浦
氏
の
平
百
姓
の
帯
刀
身
分
取
立
て
に
対
，
丁
る
両
苫
郷
士
の
不
満
が

重
要
な
理
由
と
な
つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
商
品
貨
幣
経
済
の
発
展
と
と
も
に
上
昇
し
き
た
っ
た
一
部
平
百
姓
が
、
１

領
主
杉
浦
氏
の
財
政
的
窮
追
に
対
し
、
過
分
の
用
達
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
帯
刀
身
分
を
獲
得
し
、
領
主
を
し
て
両
苗
郷
士
と
身
分

上
同
格
同
列
を
主
張
せ
し
め
た
よ
う
淀
こ
と
が
、
両
苗
郷
士
の
領
主
に
対
す
る
不
満
と
在
り
、
そ
れ
が
こ
の
一
件
と
し
て
一
つ
は
現

わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
安
永
二
年
の
文
書
に
「
近
年
小
百
姓
之
内
三
人
、
少
六
用
金
相
働
候
者
、
京
役
人
中
取
持
を
以
、
帯

刃
被
差
免
侯
、
両
十
田
之
者
８
も
過
分
之
金
高
、
都
合
八
百
両
余
用
達
相
働
置
候
得
者
、
穿
以
意
内
難
相
済
候
二
付
、
明
和
五
子
年
困

窮
を
申
立
、
両
苗
一
同
御
断
申
候
得
共
」
云
六
と
あ
り
、
ま
た
同
年
の
別
の
文
書
に
領
主
側
よ
り
「
小
番
組
の
も
の
共
三
人
、
地
頭

！
帝
刀
差
免
置
侯
ハ
・
、
両
番
机
帯
刃
入
一
一
同
格
同
列
に
致
す
べ
き
筈
，
ニ
ス
々
と
う
ろ
こ
・
一
ニ
ト
・
、
、
て
オ
一
、
り
こ
。
一
デ
｛
夫
よ
う
。
こ

の
一
件
を
境
と
し
て
、
上
昇
し
き
た
る
平
百
姓
と
両
苗
郷
士
と
の
対
立
が
表
面
化
し
、
ま
た
一
部
を
除
い
た
両
古
郷
士
と
領
主
と
の

　
　
近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
け
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存
在
形
態
Ｈ
　
（
岡
本
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二
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七
五
）
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対
立
が
、
先
に
少
し
く
強
れ
て
い
る
享
保
年
中
の
両
苗
屋
敷
地
一
件
に
１
か
か
わ
る
両
者
の
潜
在
的
感
倍
の
対
立
も
手
伝
っ
て
、
漸
次

表
面
化
し
て
い
っ
た
も
の
で
め
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
平
百
姓
と
の
対
立
に
つ
い
て
の
詳
論
は
続
稿
に
お
い
て
論
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る

故
、
こ
こ
で
は
、
彼
等
と
領
主
と
の
対
立
が
、
そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
た
か
を
問
題
と
し
よ
う
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
み
る
に
当
っ
て
、
幕
末
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
両
姓
（
両
苗
）
一
件
」
淀
る
事
件
の
存
し
た
こ
と
を
挙
げ
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
領
主
杉
浦
氏
が
、
右
の
帯
刀
辞
退
願
一
件
底
ど
に
み
ら
れ
る
如
き
両
苗
郷
士
の
気
ま
ま
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
せ
す
、

ま
た
享
保
年
中
の
両
苗
屋
敷
地
一
件
の
悪
感
借
も
あ
っ
て
、
遂
に
幕
末
に
至
り
両
背
郷
士
の
郷
士
と
し
て
の
身
分
を
完
全
に
否
認
す

る
挙
に
出
た
た
め
、
両
苗
郷
士
は
彼
等
の
由
緒
あ
る
郷
士
と
し
て
の
身
分
擁
護
の
た
め
に
、
多
人
数
を
も
っ
て
京
都
に
登
り
、
一
橋

中
納
言
、
老
中
稲
葉
氏
、
京
都
所
司
代
或
は
東
本
願
寺
門
跡
等
に
そ
の
支
援
を
頼
む
運
動
を
淀
し
た
こ
と
か
、
ま
す
ま
す
領
主
杉
浦

氏
と
の
対
立
を
複
雑
に
し
、
遂
に
京
都
町
奉
行
の
介
入
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
事
件
の
具
体
的
な
内
容

は
次
の
よ
う
を
の
で
あ
一
た
。
一
鵜
解
「
鱗
欝
隷
邦
欝
噸
、
緯
卜
鵠
一
一

　
領
主
杉
浦
氏
が
、
両
苗
郷
士
の
郷
士
身
分
の
否
認
理
由
と
両
苗
郷
士
の
郷
士
身
分
の
擁
護
運
動
阻
止
に
つ
い
て
の
東
本
願
寺
門
主

に
宛
て
た
文
書
に
よ
れ
ば
、
彼
等
は
「
延
享
年
中
地
方
家
来
人
見
団
右
衛
門
と
申
者
依
願
－
苗
字
帯
刀
差
許
し
、
人
見
中
川
相
名
乗

罷
在
」
る
が
、
彼
等
は
「
往
古
郷
侍
之
筋
目
有
之
杯
と
申
唱
侯
へ
共
、
元
藤
度
不
残
平
百
姓
二
て
、
御
代
官
小
堀
仁
右
衛
門
殿
〆
御

引
渡
二
相
成
侯
」
も
の
で
あ
り
、
ま
た
「
弥
来
今
以
宗
門
人
別
帳
も
苗
字
認
不
申
侯
」
も
の
で
あ
る
か
ら
「
郷
士
相
立
度
目
論
見
仕

－
多
人
数
上
京
」
し
て
「
貴
御
殿
に
も
願
立
仕
、
所
太
御
引
立
二
も
可
相
成
哉
二
被
承
及
侯
」
、
し
か
し
「
如
可
様
之
願
筋
仕
候
と
も

御
取
上
ケ
被
下
間
敷
候
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
杉
浦
氏
の
言
い
分
に
対
し
、
町
奉
行
所
へ
の
「
返
答
覚
」
に
よ
る
両
苗

郷
士
の
言
い
分
は
次
の
よ
う
底
も
の
で
あ
っ
た
。
「
馬
路
村
之
儀
、
御
代
官
小
堀
仁
右
衛
門
殿
〆
元
藤
十
一
年
五
月
中
、
杉
浦
内
蔵
尤



殿
へ
御
引
渡
し
之
節
、
収
納
之
儀
考
、
百
姓
二
而
御
引
渡
と
相
成
候
哉
も
難
斗
Ｌ
、
し
か
し
「
両
苗
之
儀
者
、
元
〆
郷
士
、
既
二
万
塗
二

年
街
、
奉
行
五
味
備
前
守
股
８
皮
、
御
裁
許
書
二
人
見
中
川
と
御
認
二
而
被
下
置
、
元
蕨
↓
／
」
後
享
保
度
江
戸
表
茨
仰
評
定
所
被
仰
渡
候
廉

も
有
之
、
且
両
苗
郷
士
御
調
之
儀
考
、
右
年
中
寛
政
度
天
保
度
御
改
革
之
度
毎
御
調
在
候
へ
は
、
収
納
御
引
渡
ト
郷
士
之
廉
は
、
別
ヵ

之
事
之
様
二
相
心
得
居
申
候
事
Ｌ
、
「
右
之
次
第
二
付
、
収
納
持
村
用
之
儀
二
有
之
侯
得
ば
、
地
頭
〆
彼
是
申
立
候
儀
も
尤
と
存
罷
在
候

事
」
、
し
か
し
「
郷
士
身
分
を
彼
是
申
立
候
は
、
地
頭
心
得
違
之
様
二
存
罷
在
侯
事
」
と
い
い
、
ま
た
地
頭
よ
り
帯
刀
の
許
さ
れ
た
の

は
、
延
享
年
中
人
見
団
右
衛
門
よ
り
、
「
御
地
頭
家
来
無
数
、
勤
番
被
串
付
侯
哉
」
も
知
れ
な
い
か
ら
、
然
る
と
き
は
、
「
郷
士
帯
刀
」

に
て
は
差
支
え
も
あ
る
故
「
地
頭
帯
刀
」
御
免
を
出
願
し
て
は
と
相
談
が
あ
り
、
一
統
の
者
こ
れ
を
然
る
べ
し
と
承
知
い
た
し
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
一
統
相
談
し
た
結
果
〕
兀
〆
帯
刀
之
身
分
Ｌ
で
あ
る
故
、
「
地
頭
帯
刀
」
は
不
承
知
の
旨
申
立
て
る
者

が
多
ぐ
、
よ
っ
て
「
難
渋
と
申
立
」
、
「
地
頭
帯
刀
」
を
断
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
地
頭
は
勝
手
気
蟹
に
時
に
は
「
帯
刀
二

而
呼
出
し
」
、
時
に
は
「
土
百
姓
二
て
呼
出
し
」
た
り
し
て
、
「
白
蟹
之
取
斗
」
を
在
す
故
、
わ
れ
わ
れ
「
一
統
寄
服
不
致
」
、
し
か
も
地

頭
よ
り
「
此
度
、
両
苗
之
者
郷
士
立
度
旨
と
て
四
十
人
之
余
徒
党
致
候
杯
と
申
立
」
て
て
い
る
の
は
「
不
将
之
事
」
で
あ
る
。
何
分

地
頭
の
申
立
て
は
、
白
儘
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
点
御
賢
察
願
い
あ
げ
た
い
と
い
う
が
両
苗
郷
士
側
の
主
張
で
あ
る
。

　
以
上
、
い
わ
ゆ
る
両
姓
（
両
苗
一
一
件
な
る
も
の
の
、
そ
の
事
件
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
両
苗
郷
士
の
郷
士
身
分
に
か
か
わ

る
領
主
杉
浦
氏
と
両
苗
郷
士
と
の
両
者
の
言
い
分
を
み
て
き
た
が
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
点
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
す
苫
字
帯
刀
御
免
の
特
権
を
有
す
る
郷
士
身
分
な
る
も
の
は
、
本
来
領
主
の
公
認
と
そ
の
保
証
の
も
と
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
従
っ
て
郷
士
の
領
主
に
対
す
る
関
係
は
、
身
分
的
に
一
方
的
屈
従
的
な
支
配
関
係
に
置
か
れ
て
お
り
、
郷
士
が
白
己
の
郷

士
身
分
に
つ
い
て
、
領
主
と
争
論
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
事
実
は
こ
れ
に
反
し
、
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杉
浦
氏
支
配
下
に
お
け
る
両
苗
郷
士
は
、
白
已
の
郷
士
身
分
を
め
ぐ
っ
て
領
主
と
対
立
抗
争
し
た
も
の
で
あ
る
点
に
注
目
せ
ら
れ
よ

う
。
領
主
杉
浦
氏
が
両
苦
郷
士
へ
そ
の
帯
刀
御
免
の
特
権
を
彼
等
の
利
用
、
主
と
し
て
御
用
金
調
達
の
た
め
の
代
償
と
し
て
公
認
し

た
と
し
か
考
え
て
お
ら
す
、
元
藤
十
一
年
幕
府
代
官
よ
り
馬
格
村
を
薪
し
く
継
い
だ
さ
い
、
彼
等
を
平
百
姓
と
し
て
う
け
っ
い
だ
と

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
領
主
杉
浦
氏
の
考
え
に
対
し
て
、
両
甫
郷
士
は
元
藤
十
一
年
幕
府
代
官
よ
り
杉
浦
氏
に
馬
路

村
を
引
渡
し
の
さ
い
、
収
納
の
儀
は
平
百
姓
に
て
引
渡
し
た
か
も
知
れ
た
い
が
、
両
苗
の
儀
は
元
よ
り
の
郷
士
で
あ
っ
て
、
こ
の
収

納
引
渡
し
と
郷
士
の
点
は
別
個
の
問
題
で
あ
り
、
従
っ
て
領
主
杉
浦
氏
が
収
納
並
び
に
村
用
の
こ
と
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
郷
士
身

分
を
と
や
か
く
申
す
の
は
杉
浦
氏
の
心
得
違
い
で
あ
る
と
批
難
し
、
ま
た
領
主
よ
り
の
帯
刀
御
免
を
辞
退
し
た
の
は
、
元
よ
り
の

帯
刀
身
分
、
「
郷
士
帯
刀
」
で
あ
る
故
、
「
地
頭
帯
刀
」
を
「
難
渋
」
と
申
立
て
て
断
わ
た
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
先

に
述
べ
た
両
苗
郷
士
の
帯
刀
御
免
辞
退
願
の
理
由
と
そ
の
趣
を
異
に
し
て
い
る
が
、
辞
退
頗
の
理
由
は
先
述
の
場
合
が
事
実
を
物
語

る
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
彼
等
の
帯
刀
辞
退
頗
の
挙
に
・
至
ら
し
め
た
、
こ
う
し
た
行
動
の
纂
に
こ
の
よ
う
友
「
郷
士
帯
刀
」
〕
兀
〆

帯
刀
之
身
分
Ｌ
を
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
意
識
が
強
く
存
在
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
彼
等

は
現
実
に
お
い
て
「
地
頭
帯
刀
」
の
公
認
が
、
少
な
く
と
も
郷
士
身
分
の
よ
り
権
威
づ
け
と
友
り
、
郷
村
に
お
け
る
身
分
的
優
越
性

の
誇
示
に
役
立
つ
と
考
え
て
い
て
も
、
敢
え
て
「
地
頭
帯
刀
」
を
辞
退
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
領
主
よ
り
郷
士
身
分
を
全
両
的

に
否
認
せ
ら
れ
る
や
否
や
、
彼
等
は
領
主
の
処
置
を
「
白
蟹
之
取
斗
」
、
「
不
埼
之
事
」
と
開
き
な
お
り
、
自
已
の
郷
士
身
分
を
強
く

主
張
す
る
と
と
も
に
領
主
に
対
し
「
一
統
寄
服
不
致
」
と
対
立
関
係
に
敢
え
て
立
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
い
わ
ば
領
主

権
力
に
対
し
、
郷
士
身
分
を
め
ぐ
っ
て
抗
争
を
淀
し
た
丹
波
馬
路
村
に
お
け
る
両
苦
郷
士
の
存
在
に
１
は
極
め
て
注
目
す
る
に
１
価
い
し

よ
う
。
か
か
る
事
情
の
存
在
を
許
し
た
一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
直
領
、
藩
領
、
旗
本
領
、
寺
社
領
、
禁
裏
領
等
極
め
て
細
分
化
さ

’

峠」＾」
－

甘

｝

Ｌ



れ
、
入
組
ん
だ
領
有
の
支
配
関
係
に
置
か
れ
て
い
た
丹
波
地
域
の
特
殊
性
、
ま
た
領
主
杉
浦
氏
の
財
政
的
窮
乏
化
、
幕
末
に
・
お
け
る

政
冶
内
不
安
定
な
ど
と
と
も
に
ー
、
更
に
は
、
領
主
杉
浦
氏
の
江
戸
屠
住
に
よ
る
在
地
性
の
乏
し
さ
、
或
は
杉
浦
氏
が
領
王
で
あ
っ
た

と
は
い
え
、
大
藩
領
主
に
比
す
れ
ば
一
介
の
旗
本
領
主
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
、
本
来
的
な
封
建
領
主
権
力
の
弱
さ
た
ど
に
帰
せ
ら
る

べ
き
で
あ
る
が
、
他
方
在
地
土
豪
と
し
て
中
伐
来
存
在
し
来
っ
た
人
見
・
中
川
両
苗
郷
士
の
根
強
い
在
地
勢
力
の
強
さ
に
あ
っ
た
、
と

も
老
え
ら
れ
よ
う
。

〔
附
記
〕
　
以
上
、
両
苗
郷
士
の
存
在
形
態
と
し
て
、
こ
こ
で
は
主
に
二
っ
の
点
に
っ
ぎ
述
べ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
注
目
す
べ
ぎ
一
っ
は
彼
等
両
苗

　
　
郷
士
は
、
郷
士
集
団
の
仲
間
組
織
を
つ
く
り
、
彼
等
仲
間
の
自
己
規
制
－
そ
の
主
眼
は
郷
村
に
お
げ
る
郷
土
身
分
の
優
越
性
保
持
の
手
段
１
と
し

　
　
て
種
友
な
規
約
を
設
け
て
い
た
点
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
、
次
い
で
近
世
中
期
以
降
、
地
頭
杉
浦
氏
と
両
苗
郷
士
の
間
に
お
け
る
郷
士
身
分
に
か
か

　
　
わ
る
対
抗
関
係
の
存
在
と
い
う
注
目
す
べ
き
点
の
二
つ
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
う
し
た
両
苗
郷
士
が
、
郷
村
に
あ
っ
て

　
　
ど
の
よ
う
な
姿
態
、
関
係
に
立
っ
て
い
た
か
、
換
言
す
れ
ば
、
彼
箏
の
よ
っ
て
立
つ
経
済
的
基
盤
の
具
体
的
様
相
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、

　
　
ま
た
い
わ
ゆ
る
村
落
共
同
体
組
織
の
う
ち
に
ど
の
よ
う
な
関
係
に
お
か
れ
て
い
た
か
た
ど
の
点
が
次
に
問
題
に
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
具
体
的
に
言
っ
て
、
馬
路
村
に
お
い
て
は
、
彼
等
両
苗
郷
士
が
村
高
千
五
百
二
十
石
余
の
う
ち
千
三
百
十
三
石
余
を
両
番
高
或
は
両
苗
高
と
も
称

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
　
し
、
こ
れ
を
支
配
し
て
い
た
と
な
す
彼
等
の
近
世
に
お
け
る
土
地
所
有
関
係
、
生
産
形
態
の
具
体
的
内
容
、
幕
末
に
お
い
て
も
ユ
一
仏
お
存
し
た
両
苗

　
　
郷
士
に
「
随
身
」
せ
る
「
仲
間
（
中
軒
）
八
十
三
家
」
「
家
来
筋
」
「
出
入
」
な
る
も
の
の
身
分
隷
属
関
係
の
存
在
と
そ
の
実
態
、
郷
村
に
お
げ
る

　
　
一
般
平
百
姓
（
小
者
）
と
の
身
分
・
階
属
関
係
、
そ
れ
ら
の
も
の
と
の
抗
争
関
係
等
論
じ
て
少
な
く
と
も
輿
味
あ
る
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
こ
れ
ら
の
諾
点
は
、
慶
応
四
年
山
陰
鎮
撫
総
督
西
園
寺
公
望
に
従
っ
た
両
苗
郷
士
の
明
治
維
新
に
お
け
る
役
割
と
そ
の
意
義
の
問
題
と
併
せ
、
紙

　
　
幅
の
都
合
上
続
稿
に
お
い
て
御
報
告
申
し
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

近
世
丹
波
馬
蕗
村
に
お
什
る
「
両
苗
郷
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の
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在
形
態
わ
　
（
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）
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